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授業の概要および目標  学位授与の方針との関連  

【概 要・目 標】 

国内外の公衆衛生看護学やその関連領域に関する論文購読を通して、公衆衛生看護の

現場で用いることができる最新の知見について学習する。 

公衆衛生看護学やその関連領域に関する概念について、文献を検討し概念整理・概念

分析を行う。 

自分の課題研究論文のテーマについて、文献検討を行う 

国内外の原著論文を読み、内容を第三者が理解できるようにプレゼンテーションを行

う。公衆衛生看護学やその関連領域に関する論文を通して、公衆衛生看護の現場で用い

ることができる最新の知見を身に着けることが求められる。 

一方他者のプレゼンテーションを聞くことで、知識を広めるととともに、自分のプレ

ゼンテーション能力をさらに高める。 

【目 標】 

1. 医療・看護分野の国内外の論文を読む力を養う。 

2. 学術論文を読むための批判的・論理的思考力を養う。 

3. 専門分野に関する情報収集能力を高める。 

4. プレゼンテーションを通して、他者が理解できるように説明する能力を高める。 

○ 
1.多様な課題に対応する高度な

実践力 

○ 
2.地域住民の自立を支える統合

的支援能力 

○ 
3.地域の健康課題を科学的にア

セスメント・分析する能力 

 
4.政策や保健事業を開発する能

力 

 
5.災害対応や新興・再興感染症

への危機管理能力 

○ 
6.公衆衛生看護・公衆衛生行政

に繋がる研究能力 

授 業 計 画 

回 内 容 担当教員 

第1回 

科学（学術）論文とは 
論文の構成 
論文の質 
文献検索の方法、プレゼンテーション方法 

岸 
他2名 

第2回 学術論文のクリティークとは 

第3回 
～ 

第2３回 
国内外の原著論文の輪読（交代制） 

事前・事後 
学習 

事前学習：論文をよく読んでおくこと。プレゼンテーションは、事前に担当教員に送付すること。 

事後学習：輪読資料を再読すること。 

単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組むこと。 

評価の方法 各回のプレゼンテーションおよび質疑応答によるディスカッションへの参加で評価する。 

参考図書 
  ・資料等 

なし 

備  考 オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。 
 


